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1　はじめに
日本では国費を利用した研究開発に関する経済性評価

の事例研究は数多くあるものの、開発成果の費用対効果
に関する評価では分析に必要となる要因（成果の寄与率、
生産原単位等）を精緻に決めることができないため、限定
された条件のもとでの試算や感度分析に止まっている。塩
谷らは原子力発電における発電コスト削減効果、環境負荷
低減効果、生命リスク低減効果、エネルギーセキュリティ
向上効果、資源枯渇抑制効果、燃料輸入削減といった効
果を考慮し、投資対効果について分析している [1]。また、
柳沢らは、放射線を利用した製品に関する費用対効果につ

いて、装置費用、放射線量、製品の付加価値等に対する
寄与率等を考慮して、さまざまな観点から試算している [2]。
木村らは、国家プロジェクトに関する経済性評価という観
点から、熱エネルギー関連プロジェクトにおける省エネル
ギー効果について、定性的にインパクト効果を評価してい
る [3]。その他にも、公共政策の立場からさまざまな経済性
評価や便益効果に関する報告が行われているが [4]-[10]、い
ずれの報告も、開発成果の実用化への寄与率、販売単価、
販売数の推移、マーケット市況の影響に関するさまざまな
パラメーターの設定や変動要因について精緻さに欠け、あ
る一定の傾向を捕らえることに力点が置かれている。一方、
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米国エネルギー省の G.B. Jordanらは、公的 R&D プロジェ
クトによる再生可能エネルギー開発や省エネルギー開発に
ついて、経済性評価、エネルギー便益、環境便益、エネ
ルギー安全保障便益等に関するコスト利潤を求める手法に
関する精緻なガイドラインを作成しており、感度分析やラ
イフサイクルにおける要因分析を含めたケーススタディーを
行っている [11]。

一方、NEDO（新エネルギー・産業技術総合開発機構：
New Energy and Industrial Technology Development 
Organization 以下 NEDO と記す。）で実施されているプロ
ジェクトは、原資が税金で賄われているため、納税者であ
る国民に対して、開発投資がどのように有効に還元されて
いるのかを評価し、説明責任を果たすことが求められてい
る。そのため、2009 年度から NEDO では、NEDO プロ
ジェクトで生み出された開発成果をコア技術（実用化に際し
て、不可欠な技術であり、他に真似ができない革新的な技
術：新規な機能発現技術、新規な摺合わせ技術、革新製
造・処理技術、新規プロセス、高信頼性評価技術等）とし
て製品やプロセスに活用されたものを ｢NEDO インサイド
製品｣ と定義し、売上に対する開発成果の寄与率を100 %
と仮定して、直接の売上等の経済的なインパクトに関する
試算を行ってきた [12]-[18]。

この研究では、NEDO プロジェクトの中でも、特に、基
礎 ･ 基盤的なプロジェクトおよび実用的に近いプロジェクト
を通じて顕著な開発成果を上げ、大きな売上を上げている
｢NEDO インサイド 70 製品｣ に関する直接の売上、経済

的誘発効果、技術的波及効果、および社会的便益（CO2

削減、省エネ効果、雇用創出）など社会へのインパクトに
ついて調査、評価、分析した（図 1）。ここで、開発成果
の実用化、事業化のためには、企業において、NEDO の
R&D 投資の 10 倍以上の投資が必要であることは十分理
解しているが、実際の投資額の情報を入手できないため、
ここで考慮していない。しかし、この研究で取り上げる総
合的なインパクトの手法は、これまで NEDO が投資した
研究開発に対する開発成果を大まかに評価することで、今

後の研究開発の方向性の一助になることが期待でき、学術
的、社会経済的、政策的に大変意義が大きいと考えられる。

2　「NEDOインサイド製品」候補の抽出
1980 年度から NEDO による研究開発プロジェクトはス

タートし、年間 100 ～ 200 件以上を実施しており、これま
でに約 3 兆円を超える開発予算を投入してきた。当初、
その中から NEDO プロジェクトの開発成果が実用化し、
売上に直接繋がっていることを見出すことは非常に困難で
あった。そこで、NEDO が発行した 20 年史、30 年史の
中から、NEDO プロジェクトの開発成果が実用化に繋がっ
ているだろうと思われる製品やプロセスを列挙し、過去の
プレスリリース、企業等のホームページ、論文、NEDO の
成果報告書、追跡調査のレポート等から候補製品に関する
1 次抽出を行った。さらに、プロジェクト参加者等へのアン
ケートやヒアリング等で 2 次抽出を行った。その後、外部
専門家を交えて NEDO プロジェクトで得られた開発成果の
実用化への貢献度、売上状況等を議論し、有望な「NEDO
インサイド製品」候補を選定した。以下に選定のための構
成要件を列挙する。
2.1　「NEDOインサイド製品」候補の選定方法

｢NEDO インサイド製品｣ 候補の選定に当たっては、直
近売上が大きい、売上は小さいが社会的便益が特に大き
い製品について、業界レポート、NEDO プロジェクト成果
報告書、企業レポート等から対象となる候補製品を選定
し、当時の NEDO プロジェクトに参加した企業に対してア
ンケート調査（現状および将来の売上、社会的便益）やイ
ンタビューを行った。関係各社から回答があった売上、社
会的便益については、業界団体等へのヒアリングまたは専
門家からなる委員会等で精査した。なお、十分なアンケー
ト回答が得られなかった場合には、NEDO において、業
界団体、民間調査機関の公表データから補完計算し、そ
の結果について参加企業、業界団体等に確認等を得たうえ
で、採用した。以下に、具体的な調査方法、70 製品の選
定方法について記す。
2.2　「NEDOインサイド製品」の対象

NEDO プロジェクトでは、大学・公的研究機関等の基
礎研究において学術的に大きなインパクトが得られた研究
成果を実用化したり、社会的に緊急課題が発生した場合
の対応など、企業単独ではリスクが高く、解決できないよ
うなハードルの高い社会的課題に対して産学官連携で実
用化に向けた技術開発を取り組むことが多い。そのため、
｢NEDO インサイド製品｣ では、NEDO プロジェクトから

生み出されたコア技術が、極めて高い開発目標の達成やノ
ウハウが活用されている場合が多い。NEDO プロジェクト

結果手法
(2)社会的便益の評価
　・経済的インパクト
　　(直接売上、派生製品による
　　　売上等 )

　・雇用創出効果
　・CO2削減効果
　・波及効果
　　(技術、社会、経済的誘発効果 )

(1) 対象製品の選定
　・対象製品の定義
　・選定
　・絞り込み
　・カテゴリー分類

「NEDOインサイド製品」のインパクト

図 1　「NEDO インサイド製品」に関する選定手法と
社会的便益に関する構成
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で開発されたコア技術とは、産官学の連携によって開発さ
れ、実用化に際して、不可欠な革新技術のことであり、具
体的には、高変換効率、高速分解、高速反応、超長寿命
化、超軽量化、高耐久性、表面制御、省エネ化、高効率
燃焼制御、高信頼性評価、相反機能発現等の実現が挙げ
られる。また、開発成果の寄与率を100 % とした理由とし
て、該当するおよそすべての製品が、1）中長期に渡って複
数のプロジェクトに参加していた、2）社内で取り上げ難い
テーマで、資金獲得が難しい状況であった、3）企業研究
では難しい外部専門家等からのサポート、4）プロジェクト
の開発成果がなかったら、実用化はなかったと思っている
開発者の意思、5）大切な時期に研究費を税金で賄っても
らったのだから、実用化するのは企業の義務、6）寄与率
は製品によって状況が異なっており、企業自体も把握でき
ていない、7）実用化の時期は、プロジェクト成果の仕上
がり次第に左右されており、事業化の段階は研究というよ
りノウハウ、自社製造の貢献であると捕らえた方が正しい
等、いずれの製品も複数の理由があり、NEDO プロジェク
トでの開発成果がなかったら到底、実用化はできなかった
だろうという仮定の下で、寄与率 100 % として試算するこ
ととした。これまでに NEDO プロジェクトから生まれた製
品に関する売上については、断片的な情報しか明らかになっ
ていなかった。そのため、最初に対象製品を分類するため、
「NEDO インサイド製品」において、（ⅰ）1,000 億円以上
の直近単年度売上程度であれば、新規事業部の新設レベ
ル、（ⅱ）100 億円以上 1,000 億円未満の直近売上程度で
あれば、新規製品の発売レベルであり、その他の候補製
品として、（ⅲ）売上は小さいが、社会的便益が大きいと見
込まれる製品として分類することにした。具体的な手順は
下記のとおり。
2.3　「NEDOインサイド製品」の定義
「NEDO インサイド製品」候補製品を以下のとおり定義

した。
1）プロジェクトの前段階、もしくは後段階に他の研究開発に

参加しても、コア技術がNEDOプロジェクト期間中に開発
され、上市・製品化に大きく寄与していれば対象とする。

2）プロジェクトに参加した大学・公的研究機関等によって
開発された成果を、参加企業によって上市・製品化に利
用していれば対象とする。

3）企業への補助・助成事業、および導入・普及を目的とする
『国際実証･連携事業』の開発成果は対象としない。

4）調査研究事業による開発成果は対象としない。
2.4　企業へのアンケート項目

NEDO プロジェクトへ参加した企業へのアンケート項目
としては、①製品名、②プロジェクト名、実施期間、投入

予算、③プロジェクトの成果概要、開発成果が「NEDO イ
ンサイド製品」のどこに使われているのか、④売上を上げ
ている参加企業名、⑤参加企業ごとの 5 年間の累積売上、
または業界全体の売上データ [19]-[23]、⑥ 2010 年における
直近売上、2011 ～ 2020 年の将来の売上見込額、⑦⑤、
⑥の試算に使った根拠（公開データ、論文等）、⑧社会的
便益（CO2 削減量、省エネ効果、雇用等）、⑨特許・論文、
ノウハウ、他の製品への波及効果、受賞歴、その他重要
な項目について事業社からの回答を得た。但し、アンケー
トで十分な回答が得られなかった場合には、NEDO にお
いて⑩業界団体の公表データ、⑪公的機関、民間調査機
関の公表データを用いて、⑫さらに不足するデータについ
ては、上記の取得データから各種売上、社会的便益等に
ついて補完計算を行ったうえで、その結果について参加企
業に確認して取得データとした [12]-[16]。
2.5　「NEDOインサイド製品」に関する候補製品の絞り
込み
「NEDO インサイド製品」候補製品の絞り込みについ

ては、図 2 に示すように情報収集・抽出、1 次絞り込み、
2 次絞り込み、情報確定の 4 段階で行った。情報収集・
抽出の手段では、①追跡アンケート、追跡ヒアリング等、
②特許、文献、業界誌、NEDO 関連資料等、③プレスリ
リース、IR データ、報道資料等、④プロジェクト参加者か
らの事例紹介、⑤業界キーパーソンからの事例紹介、によ
る 5 つの方法で行ったが、いずれの方法にも長所と短所が
あり、一つの情報源で「NEDO インサイド製品」の母集
団とすることは困難であった [24]。①～④については確実に
NEDO プロジェクトの実用化事例を抽出することができる
一方、現在の市場動向は不明な場合が多かった。特に、
開発年次が古い技術やニッチな市場であるほど、上市時点
での情報があるのみで、その後の販売状況についての情報
が得られない場合が多かった。一方、⑤については、市
場投入に関する情報を効率的に得ることができる一方、開
発当初に NEDO プロジェクトと、どのような形で関わった

NEDO 担当部、
NEDO プロ参加
事業社等

アンケート調査

業界紙、特許、
 IR データ、市場
規模関連書籍等

文献・WEB 調査

市場導入プレス
リリース、NEDO
成果報告書等

文献・WEB 調査

NEDO/20 年史、
30 年史、実用化
ドキュメント等

文献・WEB 調査

関連 NEDO プロ従
事者に対するアンケ
ート調査による情報
確定

STEP4：情報確定

現状及び将来市場
展望の推計による
二次絞込み

STEP3：2 次絞込

現在の販売状況、
NEDO プロとの関
わり等確認による
一次絞込み

STEP2：1 次絞込

各種情報源より新
規 NEDO インサ
イド製品候補の
抽出

STEP1：抽出

関連業界キーパーソンに対するヒアリング調査

図 2　「NEDO インサイド製品」に関する選定スキーム
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かに関する情報が得られない場合も多かった。NEDO プ
ロジェクトとの関わりについては、NEDO 内データベース等
で確認を行ったが、80 年代など古いプロジェクトの開発成
果については充分に情報が得られない場合もあった。そこ
で、実際には、①～⑤の情報を組み合わせながら、「NEDO
インサイド製品」候補を抽出した [12]-[16]。さらに、上記①
～③によって 1 次絞り込みを行ったうえで、アンケート結果
や④、⑤による有識者ヒアリング等の結果によって 2 次絞
り込みを行い、外部専門家からなる委員会等において情報
の確定を行って、最終的に「NEDO インサイド製品」とし
てトップ 70 製品を決定した。
「NEDO インサイド 70 製品」については、すでに報告し

た「NEDO インサイド 50 製品」[24] における、その後の売
上状況、同類製品（ロボット、パワー半導体等）の統合に
より、47製品に統合､再整理した。そのため、この研究では、
新規製品として 23 製品を追加した。新規な候補製品の抽
出では、NEDO プロジェクトの成果報告書や NEDO デー
タベース検索等 [25] によりNEDO プロジェクトとの関わりを
再度確認した。また、現在の市場導入状況については、当
該事業社による市場関連プレスリリースや関連分野の専門
誌による市場導入関連記事の検索等を行ったのち、過去
5 年間の累積売上、直近の売上、将来の売上見込額、社
会的に大きな社会的便益が期待できる製品として、内部評
価を行って、1 次絞り込み 154 製品を決定した。さらに、2
次絞り込みとして、定量評価、ヒアリング等を行いながら、

外部有識者等からなる委員会等で 72 製品に絞り込み、最
終的に売上が多い上位 70 製品を決定した。
2.6　「NEDOインサイド製品」のカテゴリー分け

当初、NEDO プロジェクトの基本計画、および製品が有
する特性と照らし合わせて、①市場の先駆者、②国際競争
力、③基礎基盤による底上げ、④社会課題への対応で分
類したが [12]-[16]、NEDO のミッションから、④項が半数以
上を占めていた。そこで、さらに④項について詳細な分析、
検討を行ったところ、社会的な要請や身近な課題に分類す
ることで、製品の特性が明らかにできることが判り、「資源
･エネルギー課題解決」、「安心・安全、快適生活の実現」
と再分類することにした。その結果、「NEDO インサイド
70 製品」では、（1）市場創出の先駆者：12 製品、（2）国
際競争力のブースター：15 製品、（3）幅広い分野の底上げ：
8 製品、（4）環境・エネルギー課題解決への貢献：16 製品、
（5）安全・安心・快適生活の実現：19 製品、と 5 分類に
再整理した（表 1）。このカテゴリー分けで明らかなように、
「NEDO インサイド製品」は、社会的な課題解決（CO2

削減、省エネ、新エネ、地球環境、有害物質削減、排ガス、
生活関連、廃棄物、医療等）に関する製品やプロセスに
関する開発が多く、売上は大きくないものの、規制対応、
環境問題への対応、医療診断、福祉機器等社会的貢献が
大きい製品が数多く含まれていることが明らかとなった。
2.7　「NEDOインサイド製品」に関する将来売上予測
「NEDO インサイド製品」の売上は、上市後の時間経過

【19 製品】・・・・・ナノイー応用製品、4 次元 X 線 CT 診断装置、バイオ研
究用顕微鏡、共焦点レーザ顕微鏡、極低温電子顕微鏡、短下肢装具、省エネ
型大型ディスプレイ、ガソリンベーパー回収装置、ノン VOC 塗装システム、
糖鎖微量迅速解析システム、体脂肪計、双腕仕様機、活性汚泥法

（MBR）用膜ユニット、高効率嫌気性生物処理 (UASB 等 )、排ガス後処理
システム、バイオレメディエーション、電子材料用絶縁材料、半導体製造
用クリーニングガス、アスベスト代替ガスケット

・安心安全
・社会貢献
・快適便利

5．【安全・安心
     ・快適生活の
     実現】

【16 製品】・・・・・地熱発電、廃棄物発電、高性能工業炉、低公害ハイ
ブリッドディーゼル車、省エネ型建機、産業用ヒートポンプ、待機電力型デジタ
ル複写機、蓄熱輸送、次世代吸着式冷凍機、冷熱蓄熱システム、液中燃焼
法フロン破壊、低燃費タイヤ、廃棄物固形燃料、サルファーフリー軽油、
エコセメント、高性能・高機能真空断熱材

・規制対応
・地球環境
・省エネ
・快適便利

4．【環境・エネ
     ルギー問題
     解決への
     貢献】

【8 製品】・・・・・産業用中型発電機、鋳造シミュレーション、高機能・
信頼性サーバ、樹脂部品用接着剤、金属ガラス、光触媒、高性能セラミックス、
MEMS

・産業基盤
・社会インフラ
・学術波及

3.【幅広い分野
     の底上げ】

【15 製品】・・・・・高性能ストーカ炉、エキシマレーザー半導体装置、
大型 CAT-CVD 装置、ターボ冷凍機、半導体評価技術装置、ピンチテクノロ
ジーによる工場地域のエネルギー共有技術、高性能 LED 材料、ハードデ
ィスクドライブ、半導体不揮発性メモリ、積層 DRAM、パワー半導体材料
宇宙用蓄電池、自動車用無段変速機、液晶ディスプレイ用偏光フィルム、
電気二重層キャパシタ、電子チップ積層フィルム

・国際戦略
・売上げ
・プレゼンス

2.【国際競争力
     のブースター】

【12 製品】・・・・・太陽光発電、ブルーレイディスク関連技術、家庭用
ヒートポンプ給湯器、ガスタービン、風力発電、家庭用燃料電池、ロボット
( 産業用、動作支援等）、クリーンディーゼル乗用車、天然ガス自動車、超電導
線材、移動体用蓄電池、高出力二次電池

・市場創出
・売上げ
・雇用効果

1.【市場創出の
     先駆者】

具体的な「NEDOインサイド製品」（製品 /部品の順）効果概要狙い指標

　民間企業が 1 社では
できないようなリスクの
高い革新的な技術開発
を、中長期にわたり支援
し、市場創出を実現する。

　国際競争が激しい分
野で、技術開発を加速
されることで、我が国の
産業競争力強化に資す
る。

　民間企業が単独で開
発するには時間と費用の
かかる材料開発や基盤
技術開発に関する技術
革新を促進する。

　深刻化する環境・エネ
ル ギ ー 問 題（省 エ ネ、
新エネ、有害物質削減
等）に対し、新しい技術
開発によって環境配慮型
の社会作りに貢献する。

　新しい技術の開発と、
それを様々な用途に適用
することで、国民の生活、
世界の人々の生活をより
安全・安心、快適になる
ように後押しする。

　数多くの新規
市場創出を先導！

　世界トップの技
術で産業競争力の
優位性を確保！

　基盤技術開発で
幅広い分野の技術
の革新を後押し！

　高信頼性技術で
環境・エネルギー
問 題 の 解 決に貢
献！

　多 様 な 技 術レ
パートリーで安全・
安心・快適生活を
実現

表 1　｢NEDO インサイド 70 製品｣ に関するカテゴリー分類
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に応じて変動する。多くの製品の場合、上市後は、小さな
売上期間が数年経過した後、徐々に売上が伸びて、一定
の売上を得た時点で成熟して売上の伸びが鈍化し、その
後、一定期間を経て、最終的には減少傾向に至る。図 3-（A）
に「NEDO インサイド製品」に関する売上のライフサイクル
曲線を示す。「NEDO インサイド製品」には、製品寿命が
太陽光発電のような 30 年近いものから、電子部品のよう
な数年のものまで多様であった。そのため、製品の性質に
応じて、売上カーブをどの程度のスピード感で描いていくの
か、さまざまな観点から調査して、最適な寿命カーブを選
択する必要があった。「NEDO インサイド製品」の売上効
果を評価するため、過去 5 年間の累積売上、直近の売上、
将来の売上見込額の 3 種類の売上を試算した。なお、将
来の売上見込額は製品によって、図 3 の（B）、（C）、（D）
にあるような推移で売上が変化することが想定される。図
3-（B）は、今後一定期間、売上伸び率が前年を上回って
いくと期待されている製品で、過去から 2011 年からの売上
の伸び率で 2020 年まで伸びると想定して試算するケース
である。図 3-（C）は、業界、国等により売上金額が毎年
一定額伸びていくと予想されている製品で、アンケートの
企業回答に将来の売上見込額がある場合には、2011 年か
ら将来の当該年度までの伸び率で 2020 年まで伸びると想
定して試算するケースである。図 3-（D）は、製品寿命が
短い、または、将来、売上を予想し難い製品で、2011 年
時点から売上の伸びはなく、毎年、同額の売上が続くと想
定して試算するケースである [13]-[18][24]。なお、（E）、（X）、（Z）
のような売上カーブを示す製品は、すでに売上がない、売
上があっても極めて小さい、あるいは過去に売上はあった
が、今はほとんどないものであり、今回の候補製品からは
除外されている製品やプロセスである。

2.8　「NEDOインサイド製品」における成功要因につ
いて
「NEDO インサイド製品」において、成功に繋がった大

きな要因として、1）普段の研究に比べて、かなり多くのデー
タを収得できた、2）大学との共同研究を通じて、メカニズ
ムを解明して、信頼性向上、問題点の解決、研究方針の
作成・変更、スケールアップ等に役立てた、3）最初から実
用化、成功できる技術として自信を持っていた、4）長い間、
心の中でアイデアを暖めていた、5）他の研究者には真似
できないノウハウ、武器を持っており、プロジェクトの中で
磨いて活用した、6）マーケット情報は当てにならない
と判っていたので、提案思考で共同研究先（ニーズ）と情
報交換を行っていた、7）プロトタイプによる実証実験を行
い、検証と改良の繰り返しにより、完成度を高め、事業部
門との架け橋となった等、が開発者のアンケートやヒアリン
グから明らかとなった。その他の要因もあると考えられる
が、今後の追跡調査で明らかにしていく必要がある。

3　「NEDOインサイド製品」のインパクト評価
3.1　「NEDOインサイド製品」の特長
「NEDO インサイド 70 製品」の中で、太陽光発電、

風力発電、ガスタービン、家庭用ヒートポンプ給湯器、
MEMS（Micro Electro Mechanical Systems）、クリーン
自動車等は 1,000 億円以上の直近売上があり、売上を順
調に伸ばしているが、廃棄物発電、家庭用燃料電池等の
100 億円以上 1,000 億円未満の直近売上がある製品は、
大方の導入が終わっている、または高コストなために期待
されるほどの大きな売上の伸びはなかった。特に、大型の
製造設備等に関する製品の売上は景気の動向に左右され
やすく、一旦、導入すれば運用だけしか売上にカウントで

プロジェクト
NEDO

凡例：

A

Ｘ Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

Z

成熟期

開発開始 発売開始

時間経過（伸縮可変）

：今後10年間固定軸

売
上
(価
格
×
販
売
数
)

図 3　「NEDO インサイド製品」に関する売上のライフサイクル
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きないビジネス特有の事情がある。一般的に、売上が大き
い製品は、コモディティー化によって単価は急激に低下し、
国内外での売上販売台数の増加等によって、ある程度の売
上を確保、または拡大している。また、売上は小さいが社
会的便益や産業競争力強化に大きく貢献している製品（大
幅なCO2 削減、コア部品として国際的なシェアが大きい等）
は、社会的な課題解決（環境問題、安心安全の確保、快
適な生活等）に資する製品に多く含まれている。
3.2　「NEDOインサイド製品」における直接売上に関
する評価
「NEDO インサイド 70 製品」に関する NEDO の投資金

額、過去 5 年間の累積売上、直近売上、将来 10 年間の
売上見込額を試算した結果を示す（表 2）。70 製品に関す
る研究開発累積費 6,409 億円に対して、直近売上実績：4.08
兆円、直近 5 年間の累積売上実績：14.28 兆円、2011 ～
2020 年までの将来の売上見込額：約 69.1 兆円と試算され
た。なお、単独企業によって販売された製品に関する売上
は、公表することが難しいために、複数社で同一製品を売
上ている場合は合算額を計算し、その他の単独企業が売
上ている製品は、「その他」の項にまとめて合算した [19]。

NEDO プロジェクトの原資は国費であることから、
「NEDO インサイド製品」に関する将来の税収見込み
額や雇用創出効果についても試算を行った。これまでに
「NEDO インサイド 70 製品」に対するプロジェクト投資
額 6,409 億円、「NEDO インサイド 70 製品」に対する今
後 10 年間の累積売上額は 69.1 兆円であり、税収を式（1）
で試算すると、1 兆 291 億円の税収見込みがあることが試
算された。売上から得られる将来 10 年間の税収が、プロ

ジェクト投資額を超えることが明らかとなった。
○70製品に対する国費支出額累計は約6,409億円
○法人所得課税：約69.1兆円×3.66 %（税引き前利益率用語1）

×40.69 ％（法人実効税率）
＝約1兆291億円・・・・・・・（1）

なお、NEDO はこれまでの 30 年間に約 3 兆円の研究
開発投資を行ってきており、上記の結果から、売上に寄与
した 6409 億円に対して、残りの約 2.36 兆円の投資は人材
育成や技術的波及効果はあるものの、売上に直接寄与し
ているかは、現在のところ把握できていない。現状では、
約 3 兆円の投資に対して、今後 10 年間で 69.1 兆円の売上
が期待できるという結論に至った。そのため、売上に繋が
らなかった約 2.36 兆円の投資がいかに、その他の経済的
なインパクトや社会的便益について寄与しているのかを検
討することがさらに必要である。
3.3　雇用創出効果（2010年、および2011～2020
年の累計）

雇用創出効果については、直近売上と今後の累積売上
予測額（2011 ～ 2020 年）をもとに、国内製造業の売上
に対する人件費率と平均年収（ともに 2004 ～ 2008 年度
実績）から、それぞれ試算したところ、2010 年には年
間 10.9 万人程度の雇用が創出され、2020 年までには年間
18.5 万人の雇用を生むことが明らかとなった（式（2）およ
び（3））。なお、実際には、同じ人材が継続的に雇用され
ることが想定されることから、2011 年以降は、約 7.6 万人
の新規雇用が生み出されることに相当することになる（式
（4））。
○約4.08兆円×13.38 ％（売上高人件費率用語2）÷499万円

 「その他」：ロボット、大型ディスプレイ、廃棄物発電、真空断熱材、フロン破壊、HDドライブ、半導体製造技術、CNG自動車、
エコセメント、MEMS、体脂肪計、半導体接着技術、ナノイー応用製品、X線CT診断装置、省エネ型建機、電子材料用絶縁材料、
産業用ヒートポンプ、省エネ複写機、氷蓄熱システム、サルファーフリー軽油、糖鎖微量迅速解析システム、高機能・信頼性サーバー、
超電導材料、ストーカー炉、光触媒等

安全・安心･快適な生活実現環境･エネルギー課題解決幅広い分野の底上げ国際競争力のブースター市場創出の先駆者

太陽光発電

高性能セラミックス
MEMS

半導体関連製品
ブルーレイ関連製品
家庭用燃料電池
家庭用HP給湯器
ガスタービン
風力発電

合計

その他
バイオ顕微鏡

水処理（膜分離等）
廃棄物発電
高性能工業炉

将来の
売り上げ見通し

（2011～20 年の累積）

売り上げ実績NEDO投入費用

（単位：億円）
直近単年度
（2010年）

累積
研究開発費

単年度
平均研究開発費

最近5年間
の累積

691,200142,80040,8006,409

表 2　｢NEDO インサイド 70 製品｣ の売上実績と将来の売上予測
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（平均収入）＝約10.9万人/年・・・・・・・（2）
○約69.1兆円×13.38 ％（売上高人件費率用語2）÷499万円

（平均収入）＝約185万人/10年･･･････（3）
○18.5万人/年（2011年以降の雇用増加分）－10.9万人/年

（2010年雇用）＝約7.6万人/年･････（4）
3.4　「NEDOインサイド70製品」に関するCO2削減
効果
「NEDO インサイド 70 製品」のうち年間 100 万㌧の

CO2 削減効果が期待できる製品は 30 製品が該当するが、
具体的には、太陽光発電、風力発電、家庭用ヒートポンプ、
高効率ガスタービン、パワー半導体、LED 材料、廃棄物
発電、フロン破壊、廃棄物固形燃料、半導体クリーンガス、
高性能工業炉等であった。これらの製品による CO2 削減
効果は、既存製品に置き換わった場合やフロン分解のよう
に GWP（地球温暖化係数：Global Warming Potential）
として CO2 換算で大きく温室効果ガスの削減に寄与する
場合がある。いずれの場合も、事業社、業界団体等、あ
るいは NEDO が対象となる「NEDO インサイド製品」に
置き換わることを前提とした試算を行ったうえで、専門家
からなる委員会等において精査して、CO2 削減量を推定し
た [17][18]。その結果、これらの製品やプロセスによる今後
10 年間における CO2 削減効果は約 5.30 億㌧ /10 年となっ
た（表 3）。なお、2012 年度の国内の CO2 排出量は 13.43
億㌧ / 年であることから、年間で換算すると 3.94 ％の削
減に寄与することが明らかとなった。

4　「NEDOインサイド製品」に関する経済的インパクト
産業連関表の活用により、「NEDO インサイド製品」に

関するサプライチェーンの上流・下流に及ぼす経済的な誘
発効果を推計することできる。しかし、経済的な誘発効果
を推計することができる「NEDO インサイド製品」は慎重

に選定する必要がある。この研究で示す経済的インパクト
とは、当該製品に関する「直接売上」、および製品製造に
より、新たに誘発される売上による「一次経済的誘発効果」
および雇用売上による「二次経済的誘発効果」のことであ
り、下記のように定義した。

＜経済的インパクトの定義＞
・「直接売上」：当該製品自体の売上額
・「一次経済的誘発効果」：当該製品を製造するのに不

可欠な川上側の部品・材料
・「二次経済的誘発効果」：直接効果および一次誘発効

果によって生じる雇用、消費
例えば、売上規模が小さく、産業連関表等の統計資料

において存在感が非常に小さな製品は、推計上の誤差が
大きくなり、誤った開発成果の広がりを示すことになりかね
ない。このことを念頭に、具体的には、以下の条件を満た
す製品やプロセスを試算対象とした。
4.1　経済的な誘発効果（一次、二次）を推計対象とす
る要件

半導体産業や、自動車、エネルギー分野等では、複数
の開発成果が活用されており、具体的には、素材、部品、
製造装置、最終製品等、多岐にわたる。一方、一つの成
果が及ぼす直接売上は限定的であり、当該産業における
NEDO プロジェクトの開発成果の位置付け（部品、製造装
置、機器、最終製品、代替製品等）は、直接売上と経済
的な誘発効果の推計重複を防ぐためにも明確にしておく必
要がある。以上から、本試算では「NEDO インサイド 70
製品」のうち、下記の経済的な誘発効果（産業連関を活
用した他産業での売上に関する波及効果）の推計対象と
する条件を満たすものは表 4 に示す 20 製品が該当した。

・一定規模の売上があること（例えば、年間100億円以上）
・当該市場において一定程度普及・定着しており、経済的

196,756,986

37,443,907

231,250

274,152,410

20,968,776

529,553,329

1) CO2 削減量は、2011 ～ 2020 年における機能発現、導入予測台数で、累積 CO2 削減量を試算

総計 (30 製品 )

【2 製品】・・・・電子材料用絶縁材料、半導体製造用クリーニングガス5. 安全・安心・
    快適生活の実現

【14 製品】・・・・・廃棄物発電、高性能工業炉、低公害ハイブリッド
ディーゼル車、エコセメント、液中燃焼法フロン破壊、産業用ヒートポンプ、
高性能・高機能真空断熱材、待機電力型デジタル複写機、サルファーフリー
軽油、省エネ型建機、蓄熱輸送、地熱発電、廃棄物固形燃料、低燃費タイヤ

4. 環境・エネル
    ギー問題解決
    への貢献

【1 製品】・・・・・産業用中型発電機3. 幅広い分野の
    底上げ

【5 製品】・・・・・パワー半導体材料、ターボ冷凍機、自動車用無段変速
機（ベルト CVD）、ピンチテクノロジーによる工場地域のエネルギー共有技術、
高性能 LED 材料

2. 国際競争力の
    ブースター

【8 製品】・・・・・太陽光発電、家庭用ヒートポンプ給湯器、風力発電、
家庭用燃料電池、移動体用蓄電池、ガスタービン、高出力二次電池、クリーン
ディーゼル乗用車

1. 市場創出の
    先駆者

CO2 削減効果1)

(トン -CO2/ 年 )具体的な「NEDO インサイド製品」カテゴリー

表 3　｢NEDO インサイド製品｣ に関する CO2 削減効果
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な効果の広がりが期待できること
・既存製品・プロセスの付加価値向上ではなく、新規産

業創出や革新的製品・プロセス変換が見込まれるもの
・統計上、製品・プロセスのカテゴリーにおいて一定の存

在感を有していること
4.2　経済的な誘発効果に関する推計の検討

NEDO プロジェクトによる開発成果を活用した製品・プ
ロセスは多岐にわたり、必ずしも同一の売上推計手法が
適用できるとは限らない。そこで、「NEDO インサイド製
品」の特性を整理したうえで、各々の製品やプロセスにつ
いてこの研究で推計すべき経済的誘発効果について検討し
た。下記に推計上の留意点と対応を記す。
①推計には産業連関表を用いるが産業連関表自体の調整

は行わず、2005年版（全国108部門）を活用
②部品・素材と製造装置の位置付けの相違：

　半導体産業分野におけるNEDOプロジェクトの開発成
果については、素材や部品として市場に導入されている
ケースが多い。一方、製造装置で算出される経済的効果
は製造装置（産業機械）の市場投入に係る直接売上であ
る。そのため、半導体に関する推計では、素材・部品等の
存在感が大きいことから、製造装置は直接売上（装置の
売上）のみを検証し、素材・部品に関しては一次、二次の
経済的誘発効果までを計上した。

③部品・素材と最終製品に係る誘発効果の重複：
　自動車産業については、NEDOプロジェクトにおける
開発成果が素材・部品、製造装置、最終製品（自動車）に
活用されている。本試算では、自動車分野でNEDOプロ
ジェクトが大きな役割を果たした最終製品（低公害ハイ
ブリッドディーゼル車、クリーンディーゼル乗用車）のみを
計上した。

④産業連関分析による二次誘発効果の取り扱い：
　一次経済的誘発効果がサプライチェーン上の上流にお
ける経済効果を示す指標である一方、二次経済的誘発効
果は、直接売上効果（NEDOプロジェクトによる開発成
果を活用した製品、プロセスの売上）と一次経済的誘発
効果によって生まれる雇用による消費を示す指標であり、
特定産業への経済効果というよりも雇用拡大による経済
の底上げという社会的効果として計上した。

⑤エネルギー分野における経済的効果の取り扱い：
　蓄電池以外の各製品の共通点は、『エネルギーを生産
する装置・機器』であり、再生可能エネルギーを供給する
ものと、従来エネルギーの省エネに繋がるものとがある。
特に、再生可能エネルギー関連装置（太陽光発電、風力
発電、地熱発電）は、新規に市場を創出する製品群であ
り、サプライチェーンの上流市場に直接売上を及ぼした他

にも、売電収入の拡大、雇用の創出等多様な効果を発揮
している。一方、再生可能エネルギー関連装置、ガスター
ビン、燃料電池は省エネ関連機器として既存の化石燃料
の削減に繋がっている。
4.3　産業連関表分析における一次経済的誘発効果、二
次経済的誘発効果の推算
「NEDO インサイド製品」製造に係わる産業への一次経

済的誘発効果（産業連関による「NEDO インサイド製品」
製造にかかる他産業での売上）については、太陽光発電
であれば当該技術を用いたパネル製品の国内における売上
を直接売上とし、そのパネル製品の生産に必要な中間製
品ごとの需要額を産業連関表の中間投入係数等により推算
し、それに自給率およびレオンチェフ逆行列を乗じること
により一次経済的誘発効果（生産誘発額）を推算した [26]。
さらに直接売上および一次経済的誘発効果から誘発される
「雇用者所得増」を推算し、それに消費転換係数を乗じ
ることにより「消費需要としての最終需要額」を推算した。
それらの結果に「産業別民間消費支出」を乗じて産業別
の消費需要額を推算し、それに自給率およびレオンチェフ
逆行列を乗じることにより二次経済的誘発効果（産業連関
による雇用拡大等に伴う効果額）を推算した。また、当該
素材・部品が活用されている最終製品の市場規模について
は、NEDO が調査した産業系図の情報 [27]-[30]、および関
係団体等の統計資料 [31] を活用して推算した。
4.4　半導体関連製品に関する一次経済的誘発効果と
二次経済的誘発効果の推算
「NEDO インサイド製品」における半導体関連製品には

半導体部品および半導体装置が含まれているが、4.2 の②
の理由から、対象となる半導体部品（半導体関連製品の
中で一次、二次誘発効果が発生すると考えられる製品；携
帯電話・スマートフォン、携帯ゲーム機、パソコン、ハード
ディスクドライブ装置、自動車等）に関する生産増加額は
53,470（百万円 / 年）となった。それがすべて国内で供給
されると仮定すると、直接売上は 53,470（百万円 / 年）と
なる。それらの結果に投入係数（「部品（素材）」）を乗じて、
直接売上から発生する中間投入財の生産額を 37,936（百万
円 / 年）と推算した。これらの中間投入財には海外から輸
入されるものが含まれるため、各財の国内自給率を乗じて
国内需要増加額（第 1 次）は 32,331（百万円 / 年）と推算
した。それらの結果に逆行列係数を乗じて、一次経済的
誘発効果が 64,133（百万円 / 年）と推算した。次に、直
接売上からの雇用者所得増 9,822（百万円 / 年）と一次経
済的誘発効果からの雇用者所得増 15,816（百万円 / 年）
を足して雇用者所得誘発額（直接＋第 1 次）を推算し、そ
れに消費転換率と消費パターンを乗じて家計消費支出増加
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額 17,972（百万円 / 年）を推算した。ここで消費されるも
のには、海外から輸入されるものが含まれるため、それに
各財の国内自給率を乗じたうえで、逆行列係数を乗じて二
次経済的誘発効果を 27,410（百万円 / 年）と推算した。
同様に 2011 年～ 2020 年の累計経済効果の広がりについ
ても推算した（図 4-1、4-2）。また、他の各産業についても
同様の形で経済的効果として、直接売上、一次経済的誘
発効果、および二次経済的誘発効果を推算した。
4.5　「NEDOインサイド製品」に関する一次誘発効果
と二次誘発効果の推算

産業連関表の活用により、「NEDO インサイド製品」に
関するサプライチェーンにおける上流・下流に及ぼす経済的
誘発効果（一次、二次）を推計できる製品は 20 製品であり、
具体的な産業分野としては､エネルギー、半導体、自動車、
住宅に分類され 2011年から2020 年までの直接予想売上、
経済的効果として、直接売上（65.76 兆円）、一次経済的
誘発効果（62.1 兆円）、および二次経済的誘発効果（24.76

兆円）を表 4 にまとめた。直接売上が大きいエネルギー関
連製品が、経済的誘発効果でも大きいことが明らかとなっ
た。なお、直接予想売上には、一次、二次誘発効果があ
るなしにかかわらず、すべての当該分野の製品予想売上を
合算した。表 4 の結果から、エネルギーや住宅関連製品
について二次経済的誘発効果（雇用への影響）の寄与が
大きい理由は、他の製品に比べて、製造に伴う雇用以外に
現地設置、運搬等に関与する雇用が上乗せされることによ
る。NEDO プロジェクトでは、製造業の雇用促進に繋がる
研究開発が数多く行われているが、雇用効果の拡大を狙っ
たプロジェクトでは、現地設置、運搬等に関与する雇用ま
で広がるような製品開発として捕らえる必要がある。

5　「NEDOインサイド製品」に関する技術的波及効果
5.1　要素技術として技術的波及した「NEDOインサイ
ド製品」
「NEDO インサイド製品」の中には、直接売上が少な

国内需要増加額
(第一次 )

雇用者所得増加額 (直接 )
粗付加価値増加額(直 接 )原材料増加額 (直接 )

直接売上げ

国内需要増加額 (直接 )

×A[国内自給率 ]

×A[自給率 ]

×B[粗付加価値率] ×C[雇用者所得率]

( 単位：百万円 )

需要増加額 (生産者価格 )

×A[ 国内自給率 ]

×E[逆行列係数(開放経済型)]

×E[逆行列係数(開放経済型)]

×D[投入係数 ]

×B[粗付加価値率] ×C[雇用者所得率]

×B[粗付加価値率] ×C[雇用者所得率]

×G[消費パターン]
×F[消費転換率 ]

半導体×2010年

生産誘発額 (第二次 )

雇用者所得誘発額 (第一次 )
粗付加価値誘発額 (第一 次 )

生産誘発額 (第一次 )

雇用者所得誘発額 (第二次 )
粗付加価値誘発額 (第二 次 )

家計消費支出
増加額

家計消費支出
増加額

雇用者所得誘発額
(直接+第一次 )

一次経済的誘発効果

二次経済的誘発効果

53,470

53,470

9,82215,53437,936

6,55215,779

27,410

16,977

17,972

25,637

15,81627,458

64,133

32,331

国内需要増加額
(第一次 )

雇用者所得増加額 (直接 )
粗付加価値増加額(直 接 )原材料増加額 (直接 )

直接売上げ

国内需要増加額 (直接 )

×A[国内自給率 ]

×A[自給率 ]

×B[粗付加価値率] ×C[雇用者所得率]

( 単位：百万円 )

需要増加額 (生産者価格 )

×A[ 国内自給率 ]

×E[逆行列係数(開放経済型)]

×E[逆行列係数(開放経済型)]

×D[投入係数 ]

×B[粗付加価値率] ×C[雇用者所得率]

×B[粗付加価値率] ×C[雇用者所得率]

×G[消費パターン]
×F[消費転換率 ]

半導体×2011年～2020年

生産誘発額 (第二次 )

雇用者所得誘発額 (第一次 )
粗付加価値誘発額 (第一 次 )

生産誘発額 (第一次 )

雇用者所得誘発額 (第二次 )
粗付加価値誘発額 (第二 次 )

家計消費支出
増加額

家計消費支出
増加額

雇用者所得誘発額
(直接+第一次 )

一次経済的誘発効果

二次経済的誘発効果

6,357,538

6,357,538

962,1021,978,8724,378,666

675,6271,627,118

2,826,558

1,750,637

1,853,257

2,643,734

1,681,6313,160,097

7,237,030

3,773,561

＊需要増加額 (生産者価格 )とは、一次誘発効果や二次誘発効果が発生する当該製品のみの単年度売上げ及び将来売上げから試算

図 4-1　産業連関表を用いた経済波及効果フロー（半導体部
品：2010 年）

図 4-2　産業連関表を用いた経済波及効果フロー（半導体部
品：2011-20 年）
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いものの、既存の製品の改良に大きく貢献した部品・部
材、加工技術、中間製品がある。2000 年以降に実施した
NEDO プロジェクトから生まれた高機能な部品、加工プロ
セスの中で、技術的波及効果が大きかった「NEDO インサ
イド製品」に関するプロジェクトから製品への流れ、2010
年度における国内売上および世界シェアを図 5 に示す。新
エネルギーや環境関連のように開発期間が長い製品やプロ
セスに比べて、製品の寿命が短く、汎用性が高い高機能
性部品や中間製品がさまざまな産業（自動車、コンピュー
ター関連製品、家電等）への技術的波及効果となって急
速に広がっている。各企業へのヒアリングでも、開発に費
用と時間が掛かる革新的な大型装置やプロセス等の開発よ
りも、短期間で、開発費用が抑えられる高機能性部品や
中間製品への研究開発へシフトしており、他の最終製品へ
の技術的波及効果も大きいことが明らかとなった。その結
果、関連する製品への売上効果は 175.2 兆円程度まで拡
大していることが試算された [14][16][31]。太陽光発電、ガスター
ビン、高性能工業炉、家庭用燃料電池等の最終製品は、
売上を容易に試算することができるが、部品・部材、加工
技術、中間製品等は、どのような最終製品に組み込まれて
いるか、企業の研究者、業界団体等の有識者からのヒア
リングやさまざまな情報ソース等によって推定することにな
る。例えば、NEDO プロジェクトにおいて開発された要素
技術（MEMS、多層化フィルム、微細レーザー加工、In-
Situ 観察技術等）が後に、機能性中間製品（圧力センサー、
加速度センサー、マイクロフォン等）の製造に寄与してお
り、さらにサプライチェーンの形でさまざまな最終製品（自
動車、携帯電話、ゲーム機等）へと組み込まれていること
が明らかとなった。また、「NEDO インサイド製品」に含ま
れる高性能中間製品の中には、他の「NEDO インサイド製
品」との組み合わせによって、より高機能化、低コスト化、

省エネ化を実現し、国内の有力な基幹産業における重要な
最終製品へと組み込まれていることが明らかとなった。
5.2　社会的便益が大きい「NEDOインサイド製品」
「NEDO インサイド製品」の中には、直接売上が少ない

ものの、社会的便益が大きい製品がある。特に、環境関連
や省エネルギー関連製品については、CO2 削減やリサイクル
（資源循環、埋め立て処分場の削減寄与）等が該当する。
CO2 削減効果が大きな「NEDO インサイド製品」としては、
フロン破壊プロセスがある。空調用のフロン冷媒を製造す
る段階で副生される GWP（地球温暖化係数）が大きい
HFC-23（トリフルオロメタン）を無害化できるプロセスが典
型的な事例であり、国内に 14 基、海外で 8 基以上が稼働
しており、国内では 700 万㌧ -CO2 換算 / 年削減に寄与して
おり、2010 年には、COP3（京都議定書：気候変動枠組条
約第 3 回締約国会議）の目標達成に大きく貢献した。

一方、社会システムの構築に大きく貢献した事例として
リサイクル技術の開発がある。NEDO プロジェクトの中で
100 テーマ以上の研究開発が行われ [16]-[18]、その開発成果
は、規制と相まって、我が国の廃棄物処分場の逼迫、有害
物質の抑制、省資源といった社会的な課題の解決に大きく
貢献した。図6に、リサイクル技術に関する技術体系を示す。
リサイクルが十分でない時代には、空き瓶や新聞紙の回収、
リユースが中心に行われていたが、NEDO プロジェクトの
中でさまざまな材料や資源に関するリサイクル技術に関する
基礎的、実用的な研究開発が行われ、技術の進展、処理
能力の向上により、低コストが実現し、さまざまな廃棄物や
半製品（混合物）へと波及し、リサイクル率向上へと繋がっ
た。さらに、LCA（Life Cycle Assessment）や DfE（Design 
for Environment：環境配慮設計）などのソフト技術が発
展することにより、のちにリサイクルしやすい製品の開発な
どソフト技術とハード技術の良い連鎖が起こることに繋がっ

360,539 154,440 319,811

72,370 28,266 72,058

68,406 17,488 162,404

119,670 47,358 103,358

620,985 247,552 657,632

( 単位：億円 )

1）「NEDOインサイド70製品」のうち副次的誘発効果は20製品が該当
2）一次、二次誘発効果があるなしにかかわらず、当該分野の全ての製品に関する総額を試算

真空断熱材、家庭用燃料電池、家庭用
ヒートポンプ等住宅

製品：低公害ハイブリットディーゼル車、
クリーンディーゼル乗用車
部品：サルファーフリー軽油用脱硫触媒、
サルファーフリー軽油

自動車

ダイボンド、MEMS、不揮発性メモリー、
DRAM、電子材料用絶縁材料、パワー
半導体材料等

半導体

太陽光発電、風力発電、家庭用燃料
電池、ガスタービン、廃棄物発電等エネルギー

二次誘発効果一次誘発効果
直接予想売上2)

（2011～2020年）

経済的な誘発効果（2011～2020年）
具体的な「NEDOインサイド製品」1)分野

総計

表 4　「NEDO インサイド製品」に関する今後 10 年間の予想売上及び経済的誘発効果
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ていった。リサイクル技術の開発の中で、特に社会的便益
が大きい事例として、“白物家電 4 製品（テレビ、クーラー、
洗濯機、冷蔵庫）のリサイクルプラント”、“廃プラスチック
の再資源化（高炉吹き込み、油化、RPF（Refuse Paper & 
Plastic Fuel：廃棄物固形燃料））”等がある。白物家電の
リサイクルについては、自動車リサイクルとは異なり、製造
事業社が自主的にリサイクルしなければいけないことが法
律によって決められたため、業界が一体となって、経済的
なリサイクルシステムを開発しなければならないことになっ
た。そのため、それぞれの家電製造事業社が得意とする装
置開発を担当、企業間の利害関係を乗り越えて、短期間で
各社が最適な処理装置を開発し、その成果を実証、長時
間連続運転を通じてシステム化させ、現在、国内で 49 箇所、
年間処理量 931 千㌧ / 年のリサイクルに大きく貢献している
ことが、事業社ヒアリングにより明らかとなった。この開発
の中で、もっとも重要な要素技術は、“分別技術”であった。
現在のリサイクルシステムが導入される以前は、自治体によ
る廃棄物処分が行われていたため、廃製品の多くが裁断処
理後、埋め立て処分されていたが、NEDOプロジェクトによっ
て高度な分別技術が開発されたことにより、有用物の大部
分を低コスト、効率的に回収することが可能となり、飛躍的
にリサイクル率が向上することとなった。

一方、廃プラスチックの処理に関しては、当初、新しい
技術が開発されるまでは埋め立て処分によって対応していた
が、廃棄物処分場の逼迫、コスト高、燃焼に伴うダイオキシ
ン発生の問題等、さまざまな社会問題を引き起こした。その
後、LCAや精緻な経済性評価が行われることにより、サー
マルリサイクルの形で熱エネルギー（一部は電気エネルギー）
として回収することが、経済的に有利になることが明らかと
なり、その後の処理では安全な焼却処理（排ガス処理）が
行われるようになり、90 % 以上のリサイクル率（燃焼に伴う
発電およびサーマルリサイクル）の向上に繋がっていった。
一方、廃プラスチックの再資源化（油化等）については、法
律の改定、ニーズのマッチング（素性が判った廃棄物、安定
した廃棄物量、有償の引き取り手が存在する等）が十分対
応できるケースについては、システムとして実用化できたが
[16]-[18]、多くの研究開発では、技術的には成功したものの、
廃棄物が十分集まらない、人件費や輸送によるコスト高の問
題で、多くの研究開発が中止、中断することになった。

1990 年代に NEDO プロジェクトにおいて開発された装置
やプロセスの開発においても、さまざまな失敗を繰り返しな
がらも、早期の実用化を目指して官民一体で研究開発に取
り組んでいた。一方で、廃棄物のリサイクル処理費用を誰が
負担するのか、という大きな社会問題が起きていた。その理
由として、廃棄物処理にできる限り費用を掛けたくないとい

うのが世の中の大勢を占めており、研究開発ばかりでなく、
リサイクルに対する強い意識転換が求められた。このような
社会状況から、NEDO にはさまざまな情報が集まり、技術
開発への戦略作りが行われたことで、新しい開発方針や他
の研究開発へのヒントが獲得でき、無駄な研究開発を行わ
なくて済んだ等、当事者ばかりでなく、さまざまな開発者に
対して良い影響（無駄な投資、時間、人材投入等）を与えて
いたことが、事業社ヒアリングから明らかとなっている。

6　「NEDOインサイド製品」拡充に向けた今後の課題
「NEDO インサイド製品」に関する調査、分析結果から、

今後、該当製品の拡大に向けて、以下の課題が明らかとなっ
た。いずれの観点も、この研究を行っている段階で、特に
気になった観点と対策をまとめた [17][18]。

（1）「NEDO インサイド候補製品」の探索
NEDO が発足してから 30 年以上経過していることから、

今回は開発成果が挙がっていると思われる過去のプロジェ
クトから生まれたと考えられる有望な製品やプロセスを任意
に列挙して、文献調査、報告書の精査、関係者からのヒア
リングなど、非効率な調査を行ってきた。これらの経験か
ら、網羅的かつ効率的に「NEDO インサイド製品」を探索
する手段として、NEDO が行っている追跡調査の最終回答
（追跡調査 6 年が経過時点）から、さらに 5 年、10 年、
20 年と経過したすべてのプロジェクトに対して、現在の上市
状況を確認するアンケート調査を実施する方法などが考えら
れる。また、NEDO プロジェクトの開発成果に関するデータ
ベース構築、企業退職者へのヒアリング拡大など、開発成果
の把握が拡大できる国レベルのシステムの整備が急がれる。

（2）古いプロジェクトの開発成果に係る情報収集の困難さ
70 ～ 80 年代に開発をスタートした NEDO プロジェクトに

おける古い開発成果については、当時のプロジェクトの位置
付け、その後の製品市場導入までの動き、技術発展の経緯
について、正確に情報収集することは非常に困難であった。
対策としては、まずは、30 年以上前の研究開発テーマに対
する現状における市場の評価を確認する必要がある。そのう
えで、当該分野のキーパーソンや、当時のプロジェクト担当
者からヒアリングを行い、その結果を整理し、過去の“研究
開発遺産”として記録し、今日の技術力の源泉がどのように
育ってきたかを分析することが重要である [32]-[36]。

（3）売上推計に対する厳正な評価
今回、推計した市場規模・将来展望をもとに、NEDO プ

ロジェクト参加者に対してアンケート調査を実施し、数値の
確認・修正を行った。しかし、“どの範囲をNEDO インサイ
ドと認識するか”に関しては個人差が生じてしまう。市場規
模等の推計についてもNEDO が独自で実施すると範囲や手
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法に都合が良い推計になってしまう可能性がある。今回のよ
うに、NEDO が厳格に試算、貢献度に関する評価をしたう
えで、妥当性については、NEDO プロジェクト従事者ではな
く、NEDO プロジェクトに関連した経緯を持つ学識経験者（例
えば PL：Project Leader）、学術学会会長経験者）や業界
団体関係者等に精査、チェックしてもらうことで厳密性を確
保できる可能性が高い。

（4）売上効果以外の効果に関する定量化の問題点
今回は、直近売上や将来売上見込額をもとに「NEDO イ

ンサイド製品」の絞り込みを行った。NEDO プロジェクトの
開発成果には多様な効果があり、売上以上に評価すべき観
点もある。例えば、生活の向上、幸福の実現等の視点から、
評価を試みたが、直接的な売上に比べて、便益を同軸で評
価することは個人差があるため難しく、売上と同じように比
較ができる新たな手段を考える必要がある [18]。定量化が難
しい「NEDO インサイド製品」は、定性的に示すことも可能
となるが、NEDO プロジェクトのように多分野、他企業の成
果を整理しようとすると､総花的になってしまい、インパクト（効
果、便益等）が薄らいでしまうことになる。分野別、カテゴリー
別等にして､ 誰にでも判るように、過去の製品と比べる工夫
など、提示の仕方を考える必要がある。

7　まとめ
「NEDO インサイド製品」について、NEDO プロジェクト

参加者、業界団体等の関係者へのアンケート、ヒアリングを
実施して、特に、経済的インパクト（売上、経済的誘発効
果）が大きい、あるいは社会的貢献が大きい観点からトップ
70 製品を選定した。「NEDO インサイド製品」で取り上げら
れる製品については、市場での価格の低下、売上数の変動
など、数年単位で大きく入れ替わっており、継続的に売上、

波及効果等を見直していく必要がある。いずれの製品も、
NEDO プロジェクトが終了してから、各社において実用化、
事業化のための研究開発、資本投資が継続的に行われてき
た結果である。開発成果の実用化、事業化のためには、企
業において、NEDO の R&D 投資の10 倍以上の投資が必
要であることは十分理解しているが、実際の投資額の情報
を入手できないため、今回の試算では、実際の売上におけ
る事業投資に関しては、考慮していない。いずれの場合も
革新的な研究開発に基づく実用化、製品化には、10 年、
20 年以上の歳月を要することを忘れてはならない [24]。このこ
とは、長期的な研究投資により他が真似できないオンリーワ
ンの技術を醸成するばかりでなく、普通の研究者をリーダー
格まで成長させ、将来の先行投資に繋がることが多いという
ことを意味している。

今回、NEDO プロジェクトの開発成果による売上への寄
与率を100 %という仮定の下で試算することで、最大値の売
上、研究開発成果の寄与を示すことができた。また、開発
成果の大まかな傾向、実用化にキーとなる観点（産官学連携
の有効性、マネジメントの成功要因：2.8 参照、規制対応、
失敗の克服等）を知ることができた。さらに総合的なインパ
クトとして、売上以外に、経済的誘発効果、社会的便益（CO2

削減効果、省エネ効果、雇用創出効果）等を検討すること
により、これまで NEDO が投入した開発投資に関する開発
成果を大まかに評価することができた。

NEDO プロジェクトがスタートして、30 年、開発予算と
して約 3 兆円を投入している。今回の試算では、一部の有
望な製品のみの売上の実績で試算しており、試算対象製
品以外のプロジェクトの中で得られた波及効果やノウハウ
の活用によるインパクト効果、社会的便益は、一切含まれ
ていない。図 7 に、「NEDO インサイド製品」における経
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済的効果、技術的効果、機能発現効果のイメージを示す。
産業界の視点は製品の売上や雇用創出等に伴う経済的効
果であり、研究者の視点は論文投稿や特許出願、受賞歴
等の技術的効果に期待している。一方、消費者の視点は
生活向上、安心 ･ 安全といった社会的便益としての視点に
重きが置かれている。この研究では、「NEDO インサイド
製品」における経済的効果、社会的便益といった観点か
ら、総合的なインパクト評価に取り組んだ。経済性につい
てはある程度の定量的な評価ができるものの、社会的便
益に関しては、CO2 削減効果や雇用創出効果のように定量
化できるものと、生活の向上や便利といった定量化が難し
いものがある。今後は、生活の向上、社会インフラ、投資
削減、利便性向上、安心・安全、健康保持等の機能発現
について、追加的に調査を行いながら、本インパクト評価
手法の改善を図っていく必要がある。また、NEDO インサ
イド製品に関する知的財産について調査中であり、まとま
り次第、論文投稿する予定である。
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国の予算を投入した研究開発に対して費用対効果（投資効果）を
算出し、公開することが社会的要請となっているが、その方法論が
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を論じた貴重な論文である。特に、開発成果に関する効果について
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果、他の技術への波及効果、CO2 排出削減効果等の社会的便益ま
でを含めた総合的な解析と考察を行った結果が述べられている。ま
た、NEDO インサイド製品の成功要因を抽出して示したことを含め、
今後の国の研究開発政策・イノベーション政策に対して機知に富んだ
示唆を与えることが期待でき極めて重要である。

議論1　論文の位置付け
コメント（鷲津 明由：早稲田大学社会科学総合学術院）

科学技術予算の費用対効果を明示することが社会的要請となって
いる一方で、特定の予算が、どれだけの特定の具体的成果に結び付
いたのかを明らかにすることは一般的には難しい。しかし、この研究
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す。時間の経過や技術的波及効果の連関線が増えて複雑化し、調
査・解析が難しくなると思いますが、従来、暗黙知とされていたこと
を形式知に変えていく努力（挑戦といってもよい）は、NEDO プロジェ
クトに関する説明責任として NEDO および産業界双方で不可欠なこ
とですので、NEDO がリーダーシップを取って評価システムの一つと
して定着していくことを期待します。さらに査読者との議論を経て、
NEDO インサイド製品の成功要因を抽出して示したことは、今後の
研究開発プロジェクトの運営マネジメントに重要な示唆を与えるもの
で、研究開発の方法論（Methodology）としても有益な論文と考えら
れます。

コメント（小林 直人）
この論文により研究開発への国の投資の有効性を検討する際の非

常に有用な例示ができたものと思います。今後は、NEDO のプロジェ
クトを遂行するに際して、各推進主体が予め十分調査・蓄積するた
めの方法論を用意しておくことが今後の国の研究開発政策・イノベー
ション政策にとって極めて重要だと思います。

コメント（鷲津 明由）
また、この研究は NEDO プロジェクトで開発された個別的科学技

術が相互にどのように関連し、最終的にどのような製品に結実したか
について、その経路を詳しく追跡調査した結果がまとめられており、
これはシンセシオロジーの分析課題に極めて合致していると考えま
す。

回答（山下 勝）
NEDO プロジェクトが国費を使っている限り開発成果を定量的に

示すことがいかに重要かと考え、今回、その効用を示すきっかけに
なればと論文を投稿させていただきました。このような機会をいただ
き、関係者の方々には大変感謝する次第です。数年前にアメリカ評
価学会で口頭発表した際、各国の専門家より高い評価をいただきま
したので、昨年、アメリカ評価学会誌（Research Evaluation）に投
稿いたしました。その後、改めて新しい角度から調査、研究を行って
オリジナル性の高い論文とし、シンセシオロジ―誌に投稿させていた
だくことになりました。この度は、査読者の皆さま方の貴重なご意見
を本投稿論文に反映させていただいたことで、NEDO インサイド製
品の成功要因をある程度明確に抽出して示すことができ、完成度が
高い論文に仕上がったと考えております。これまで、NEDO では、
プロジェクト成果に関する外部への説明が定性的に留まっておりまし
たが、今回は、半定量的な評価や目に見えない成果を見せるなど、チャ
レンジングな検討を行って、完成度を高めることができました。

この論文のような活動は、中長期に渡って地道に続けていくことが
重要であり、今後も、継続的に数値の見直しや新たな方向性を探っ
ていきつつ、追跡調査を行っていくことが重要と改めて考えておりま
す。さらに、この論文の結果を活用して、NEDO 内におけるマネジ
メントの効率化が図れるシステムが構築できればと強く感じておりま
す。また、本調査の中では、新しい発見が見出すことが多々ありまし
た。ぜひ、国内の多くの研究者の方や経営者の方々に読んでいただ
き、NEDO プロジェクトや各企業、大学の研究開発でも成功するた
めの新しいヒントや指針になるよう積極的に情報発信していこうと考
えております。

議論2　論文の構成について
コメント（小林 直人）

この論文の目標は、「国費で賄われた NEDO プロジェクト開発成
果の社会的便益の評価」だと思います。それに向けて大きな二つの
要素が、（1）「NEDO インサイド製品」の抽出と、（2）「NEDO イン
サイド製品」の社会的便益評価、だと思います。また（1）のサブ要
素として、「NEDO インサイド製品」の定義、選定方法、絞り込み等
の方法論が、（2）のサブ要素として経済性評価、雇用創出効果の評
価、CO2 削減効果評価、波及効果予測等が、あると思われます。こ

れらを構成図にして 1 章の末尾に示してこの研究における構成的考え
方を明示してはいかがでしょう。

回答（山下 勝）
大変貴重なアドバイスをありがとうございます。新たに 1 章の末尾

に、この論文の全体が分かるイメージ図として図1を追加いたしました。

議論3　カテゴリー分類と産業連関分析について
質問・コメント（鷲津 明由）

製品のカテゴリー分類について既存の分類では不適であったた
め、新しい分類カテゴリーを定義しています。分類は分析の基礎とな
り、非常に重要と考えられますので、なぜ、このような分類に至った
のかをもう少し詳しく（先行文献等も参照しながら）論ずる必要があ
るように感じます。一般的にはイノベーションはプロダクトイノベーショ
ンとプロセスイノベーションに大別されます。多分前者は、今までに
はない商品の出現と既存商品の改良に分けられるかもしれません。
また後者は、製造装置のイノベーションと製品に体化される材料開発
に分類されるかもしれません。こうした分類は、後のイノベーション
がもたらす社会効果の性質の考察にもつながると思うので、ぜひ詳し
く論じていただければと思います。

産業連関分析は直接効果に対する間接効果を計算するための手法
として用いられており、この論文の使い方も産業連関のオーソドックス
な使い方です。

しかし、産業連関表はその創始者である Leontief が指摘する通
り、技術の変化を投入係数の変化としてとらえることにより、技術変
化の効果を分析するための手法として考えられています。また最近で
は工学分野のライフサイクルアセスメントの分析手法にも応用され、
環境影響や CO2 の波及効果分析がなされるようになりました。せっ
かく産業連関分析をするならば、今後はぜひ、このような考察もお願
いしたいというのが希望です。イノベーションが投入係数にどう反映
されるのか、といった情報は一般にはなかなか手にすることができま
せんが、NEDO という組織であればそれができるはずです。今後の
課題として、NEDO のプロジェクト評価事業の一環として、ぜひ、こ
うした展開の方向性について考えていただくことを希望します。また、
なぜ、図 4 のような計算方法を選択したのか、既往文献等にも言及
しながら、説明があった方がよいように思います。

回答（山下 勝）
貴重なご指摘をありがとうございます。この論文では NEDO イン

サイド製品が社会へ与えるインパクトを効果的に示す必要があると考
えました。NEDO のミッションとして、環境・エネルギー、産業技術
の強化といった観点で、国家プロジェクトを推進している立場から、
前回の論文では、①市場の先駆者、②国際競争力、③基礎基盤に
よる底上げ、④社会課題への対応と分類しましたが、NEDO の設立
趣旨もあり、④項が半分以上を占めていました。そこで、各技術を精
緻に分析したところ、社会的な要請と我々の身近な課題とにより分類
する方が、わかりやすいと考え、外部専門家との意見交換を交えて、
④項を「資源 ･エネルギー課題解決」と「安心安全、快適生活の実現」
と再分類（合計 5 分類）することに致しました。この経緯を 2.6 に詳
細に記載しました。

産業連関分析について今回の論文では、スペースの関係で記載す
ることが難しいため、関係する詳細が出ている引用文献を 4.3. に追
記いたしました。ご指摘の通りLCA等では良く使われる手法ですが、
今回、NEDO インサイド製品において、産業連関表からの誘発効果
を試算するに当っては、（1）誘発効果を計算することができる製品と
できない製品を区分すること、および、（2）計算するための境界条
件を十分吟味することの二つを中心に多角的に検討いたしました。そ
の結果、産業連関表を使って誘発効果を計算しても問題ないものとし
て、B to B の製品が試算の対象となり、B to C の製品については、
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産業間の誘発効果は殆どなくNEDO インサイド製品の売上だけが寄
与するという前提のもとで試算いたしました。なお今後は、売上げば
かりでなく、環境影響や CO2 の波及効果分析についても産業連関表
を活用して、便益、誘発効果を試算したいと考えております。

議論4　産学官連携とNEDOプロジェクトの寄与率について
質問･コメント（景山 晃、小林 直人、鷲津 明由）

NEDO プロジェクトで投入した研究開発費のほかに、当該プロジェ
クトに関して企業が自己負担している研究開発費があると思われます
が、投資効率を見る場合にこの部分はどのように取り扱ったのです
か。NEDO の研究開発成果の寄与率を100 % とし、当初、その理
由として、1）該当する成果がなければ実用化が大幅に遅れた、また
は実現していない、2）当該製品の多くが基礎・基盤から実証に向け
た開発が行われた、3）実用化に対する寄与率は製品によって異なり、
厳密な立証に大きな困難が伴い精緻化できない等の理由を挙げてい
ます。東日本大震災の時に半導体の工場が被害を受け、世界中の自
動車メーカーの操業を圧迫したように、どんな小さな部品であっても
それが欠ければ製品全体のサプライチェーンは成り立たないわけです
から、寄与率 100 % の仮定は一つの見方を示していると思います。
しかし、この仮定については評価が過大ではないかとの批判が起こ
ることは必至ではないかと思います。

研究開発の経営論では「死の谷」を越えても次には「ダーウィンの
海」があるという議論があって関係者の間でかなり共有されており、
特に企業ではダーウィンの海を越えることで初めて新製品・新事業に
できると認識しています。また、「該当する成果がなければ実用化が
大幅に遅れた、または実現していない」ことは事実（必要条件）であ
り、最も重要ですが、一方で企業が新事業・新製品として売上を実
現するには相当な追加投資（注 *）が必要となる（十分条件）ことを
考えると、寄与率を100 % とすることについての考察と論述が必要と
思います。
（注 *）①技術の再現性、②収率・歩留りの向上検討、③スケールアッ

プの検討と最適化、④マーケティング、⑤ユーザー企業との共同研究
を含む緊密な連携、⑥品質保証体系の構築等

回答（山下 勝）
大変貴重なアドバイスをありがとうございます。ご指摘の点に関しま

しては多くの研究者から同じご質問をいただいております。NEDO イ
ンサイドで取り上げられている製品は、開発者、関係団体、関連する
研究者からの同意をいただいて、売上を出しております。その際、寄
与率を100 % としていますが、ほぼ全ての製品は、1）中長期に渡っ
て複数のプロジェクトに参加していた、2）社内で取り上げ難いテーマ
で、資金獲得が難しい状況であった、3）企業研究では難しい外部
専門家等からのサポート、4）プロジェクトの成果がなかったら、実
用化はなかったと思っている開発者の意思、5）大切な時期に研究費
を税金で賄ってもらったのだから、実用化するのは企業の義務、6）
寄与率は製品によって状況が異なっており、企業自体も把握できてい
ない、7）実用化の時期は、プロジェクト成果の仕上がり次第に左右
されており、事業化の段階は研究というよりノウハウ、自社製造の貢
献であると捕らえた方が正しい等、いずれの製品も複数の理由があ
ることから、寄与率 100 % として最大の効果（売上）を算出いたしま
した。従いまして、2.2 に「NEDO インサイド製品」の対象の項目を、
上記の内容に追記して、差し替えることに致します。なお、7 章で「開
発成果の実用化、事業化のためには、企業において NEDO の R&D
投資の 10 倍以上の投資が必要である」との記述を追加しました。

議論5　NEDOプロジェクトの研究開発費のとらえ方について
質問･コメント（鷲津 明由）

研究開発費用を考えるとき常に問題になるのが、失敗した研究開
発にかかった費用をどう評価するということです。この研究では成
功に繋がった開発プロジェクトを取り上げて成果を評価していますか
ら、失敗の分の研究開発費用は含まれていないと考えられます。しか

し、失敗に終わった開発プロジェクトであっても図 5 のような技術の
波及効果はあり、さらに「これではだめ」ということが分かったこと
も貴重な成果であり、それが成功のプロジェクトを生み出した要因で
もあると考えられます。従って、この分も成功の成果の費用と考えら
れると思います。費用対効果の計算のうち、効果の方については寄
与率 100 % の仮定のもとで最大効果を計算していますので、費用の
方もこうした考察を念頭におき、少しふくらまして見せて感度分析を
行うなどの工夫があってもいいのではないかと思います。

回答（山下 勝）
ご指摘の観点については、全くその通りだと考えております。

NEDO は 30 年間に約 3 兆円の研究開発費を投入してきました。今
回の NEDO インサイドで取り上げられた製品は、そのうちの 70 製
品にすぎません。3.2 に示しますように、約 6400 億円が実用化し、
売上を上げ、残り 2.34 兆円が失敗したことになります。これまでの
NEDO の追跡調査からプロジェクト参加者の約 2 割が実用化、上市
に至っていますが、そのなかで売上を上げているものとなると、さら
に限定されてしまいます。しかし、失敗した研究者に関するアンケー
ト結果から、ほぼ全ての研究者が、論文、特許、ノウハウ、人材育
成、ネットワークを獲得したと回答されており、80 ～ 90 % の方々か
ら、研究開発を行っている時には、いろいろと大変だったけれども大
変満足度が高かったとの回答を得ています。しかし、このことを論文
に書いても、自己満足や感覚的な評価となることから、この論文で
は極力、定量化したデータを提示したいと考えました。なお、直接
的な売上ではないですが、雇用、CO2 削減効果、社会的二次効果、
社会的便益（リサイクルによる資源循環、CO2 削減、環境対応等）
等は数値で明らかにできるデータですので、これをさらに充実させて
いくことが先決かと考えました。

議論6　技術的波及効果について
コメント（鷲津 明由）

この論文で技術開発そのものに触れた図 5 と図 6 は面白いです。
特に、目に見えない技術の波及効果は重要と思われるので、これら
の図を分かりやすくするとともに、5 章の記述をもう少し丁寧に行うと
よいと思います。

回答（山下 勝）
技術の波及効果についてはスペースの関係で、今回の論文ではエッ

センスに止めておりますが、より分かりやすい表現に改善するため、
5 章の記述を具体的な表現に致しました。特に最終パラグラフの記載
は、技術的ばかりでなく、人材、周りへの影響について記載いたしま
した。また、図 6 に関しましては見え難いとのご指摘を受け、簡略図
に書き直しました。

議論7　成功要因と今後のプロジェクト運営への展開について
質問・コメント（小林 直人、景山 晃）

この論文の「NEDO インサイド製品」を選別・抽出に当り、そのよ
うな言わば「優等生」を生み出すためには、企業側・NEDO 側にど
のような有効な取り組みがあったのか、あるいは市場環境がどのよう
に有効に作用したかなどの分析もされていると思います。この論文中
では紙数が足りないと思いますが、そのエッセンスを第 2 章の末尾等
で述べるとよいと思います。

また、成功例と失敗例を分析することで、投資効果を測る簡易か
つ有用な評価法として完成させ、今後の研究開発プロジェクトの運営
や評価に活用するのがよいと考えます。

回答（山下 勝）
対象となっている NEDO インサイド製品についてはアンケートばか

りでなく、ほぼ全ての商品でヒアリングを行っています。一般的には、
ニーズとシーズのマッチング、マーケットを捕らえていた等ばかりでな
く、次の観点が、成功の大きな要因になっていました。1）普段の研
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究に比べて、かなり多くのデータを収得していた、2）大学との共同
研究とを通じて、メカニズムを解明して、信頼性向上、問題点の解決、
研究方針の作成・変更、スケールアップ等に役立てた、3）最初から
実用化、成功できると技術に自信を持っていた、4）長い間、心の中
でアイデアを暖めていた、5）他の研究者には真似できないノウハウ、
武器を持っており、プロジェクトの中で磨いて活用した、6）マーケッ
ト情報は当てにならないと判っていたので、提案思考で共同研究先
（ニーズ）と情報交換を行っていた、7）プロトタイプによる実証実
験を行い、検証と改良の繰り返しにより、完成度を高め、事業部門
との架け橋となった等、2.8 に「NEDO インサイド製品における成功
要因例」を設けて記載しました。

プロジェクト終了 5 年まで、プロジェクト単位で企業へのヒアリン
グとアンケート（ほぼ全員）を実施し、回帰分析等を使って成功事
例や失敗事例について大まかな行動パターン分析をしています。その
結果、失敗プロジェクトと成功プロジェクトに含まれる失敗の克服は
かなり異なることが判っています。今回、査読者との議論の結果、
NEDO インサイド製品の成功要因を抽出し、提示することができ、
完成度が高い論文に仕上がったと考えております。この辺の要因分
析の結果を共有して、NEDO 内のマネジメントに反映させるようにし
ています。また、これらの成果は、あるタイミングで論文に投稿する

予定です。

議論8　NEDOインサイド製品の知的財産について
コメント（景山 晃）

この論文では紙数の関係もあると思いますが、特許についての記
述がありません。特許は研究開発の成果を守る手段として極めて重
要です。NEDO インサイド製品 70 テーマについて、どの程度の特許
でガードされているかを示すと、技術的効果の一部を表すことがで
き、かつ、日本発の技術の国際競争力を示す指標になると思います。
数行程度の記述でもよいと思いますので、知的財産の重要性を視野
に置いていることを示した方がよいと思います。

回答（山下 勝）
ご指摘のとおり特許は重要な成果です。現在、特許についてプロ

ジェクトとの紐付け作業を行っている約 3 万件に限られますが、近々
に共同研究者が学会発表や論文等で発表する予定です。そのため、
この論文では 7 章のまとめに、「NEDO インサイド製品に関する知的
財産について調査中であり、まとまり次第、論文投稿する予定である」
を追記することにしました。


